
 

平成２１年４月２４日 

第十管区海上保安本部 

 

  

ＥＳＩマップの提供開始！ 

第十管区海上保安本部では、海洋における大規模油流出事故が発

生した場合、動植物や自然環境への影響を迅速に把握・評価し、的

確な対応が執れるよう、管内全ての海岸線の形態(岩場・砂浜・干潟

等)を図示したＥＳＩマップをインターネットで提供します。 

１．ＥＳＩマップについて 
   管内沿岸域における油流出事故に備え、油防除活動の際に、的確な措置

を講じるために必要な「沿岸海域環境保全情報」のひとつである海岸線の

形態（別紙の「環境脆弱性指標とは」を参照）による油汚染の影響を示す

環境脆弱性指標（ＥＳＩ：Environmental Sensitivity Index）を、鹿児島

県、熊本県、宮崎県の各県毎に、地図上に見やすく表現した「ＥＳＩマッ

プ」（２７７図）を作成しました。 

・ 鹿児島県（県本土、南西諸島北部、南部） １９３図 

・ 熊本県 ５４図        ・ 宮崎県 ３０図 
第十管区海上保安本部海洋情報部ホームページ 

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN10/esi/10esi-top.htm 

 

２．Ceis Net（シーズネット）の有効活用 

  上記に示すＥＳＩマップ以外に、従来からインターネットを介し提供し

ているCeis Net（シーズネット）の刷新を図り、利用者数の制限がなくな

り、表示スピードの向上や海岸写真の掲載など、利用者の利便性が大幅に

改善しましたので有効に活用下さい。 

海上保安庁海洋情報部ホームページ「沿岸海域環境保全情報」 

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/ 

 

Ceis Net（Coastal Environmental Information Service Network）とは 

インターネットを利用し、必要とする海域の「沿岸海域環境保全情報」

を任意に選択し、地理情報表示機能を活用して地理データ上に重ね合わせ

て、必要とする海域のＥＳＩ情報を表示することができるシステムです。 

問い合わせ先 

海 洋 情 報 部 監 理 課 

監 理 課 長  淵 田 晃 一 

TEL099-250-9800(内線 2510) 



別紙 

 

○ 沿岸海域環境保全情報とは 

海岸線のＥＳＩ情報、

藻場・さんご礁分布・う

みがめ産卵地等の自然

情報、油保管施設・油回

収船等の係留場所・オイ

ルフェンス保有状況等

の防災情報、港・海水浴

場・漁業権区域等の社会

情報など、ＥＳＩマップ

上では、右記のシンボル

マークで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 環境脆弱性指標とは 
油が漂着した場合の

自然浄化能力や除去作

業の困難性といった観

点から、海岸線を各形態

（開放性・閉鎖性、岩

場・砂浜、干潟、植生な

ど）に応じ、１０段階の

数値にランク分けした

ものです。 

  ランクの数字が大き  

いほど、海岸の受ける 

被害が大きくなります。 

 



ＥＳＩマップ 参考例 


